


ご　あ　い　さ　つ
　県民の歯科疾患実態調査は、「鳥取県８０２０運動推進協議会」に於いて、確実に

８０２０運動を推進していく上で、先ずは県民の口腔内の健康状況を把握し、その実態を

分析し、鳥取県民の各年齢ステ一ジに応じた歯科保健目標を設定することが重要である

との観点から、平成７年に第１回目の調査が市町村による健康事業参加者・事業所の

勤務者の 2 0 歳以上を対象として実施されました。これにより鳥取県では初めての県民

の歯科疾患の実態把握を得ることとなり、30 歳代で現在歯 2 8 本以上、50 歳代で 2 5 本

以上、そして 6 5 歳以上に於いては無歯顎者の割合を 2 5％以下にするとした県民の歯科

保健目標が設定されました。目標に対しては、その評価と更なる健康増進に向けた取り

組みを進めていくためにもこの調査の継続が求められ、その後、平成 12 年、平成 17 年、

平成 2 2 年と５年毎に実施してきましたが、５回目となる今回は、本来平成 2 7 年度に

行うところ、鳥取県文化創造プラン最終評価年度のデータを、一番直近のものとして

反映させるため、前回から６年目の実施となりました。

　調査結果の概要によりますと、歯の状況は、現在歯については全ての年代に於いて

過去の調査に比べて残存歯数の増加を認めるとともに 6 0 歳以上については過去に比べ

（平成 17 年 70 歳代で 13 .8 本、80 歳代で 9.0 本、今回平成 28 年では 70 歳代 18 .4 本、

80歳代で 13.5 本）と著しい傾向が見られました。むし歯については 20 歳代、30歳代で

は減少傾向が見られるものの、60歳代からは増加傾向にあり、70 ～ 80歳代に於いては

増加傾向が顕著でありました。歯周病については、有病者率が年代を追う毎に増加して

おり 8 0 歳以上での増加が顕著であり、歯肉に炎症所見を有する者・進行した歯周炎を

有する者の減少を図る取り組みが求められます。

　今回の調査結果を見ますと、私ども鳥取県歯科医師会が長年にわたり取り組んできた

各種歯科保健事業活動の成果が少しずつとはいえ着実に現れてきたものと考えます。

「健康寿命の延伸」に歯科医療が大きな役割を果たしていることが多くの県民の皆様に

ご理解を頂いた今、目標に向かって今後とも邁進いたす所存であります。

　関係各位のご理解、ご協力をお願い申し上げます。
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